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会
員
著
者
紹
介

谷
知
子
著

『
天
皇
た
ち

の
和
歌
』

村
　
山

　

　

識

『中
世
和
歌
と
そ
の
時
代
』
（笠
間
書
院
、
二
〇
〇
四
年
十
月
）
な
ど
中
世

和
歌

の
研
究

で
知
ら
れ
る
谷
知
子
氏
が
、
単
著
と
し
て
は
四
冊
目
と
な
る

『
天
皇
た
ち
の
和
歌
』
を
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
は
、
第

一
章

「
天
皇
と
国
家
」
、
第
二
章

「
天
皇
と
制
度
」
、
第
三
章

「
天
皇
と
自
然
」
、
第
四
章

「
民
を
愛
す
る
天
皇
」
、
第
五
章

「恋
す
る
天
皇
」

の
五
章
か
ら
成
る
。

古
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
天
皇
を
取
り
囲
む
宮
廷
文
化
の

一
つ
華
が

「
和
歌
」
で
あ
る
こ
と
は
言
を
待
た
な
い
が
、
数
多
く
の
天
皇
論
の
中

で
、

通
史
的
に
天
皇
の
和
歌
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
は
、
お
そ
ら
く
多
く

は
な
い
。
谷
氏
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
制
度
や
役
割
か
ら
で

は
な
く
、
「
天
皇
た
ち
が
最
も
饒
舌
に
語
る
和
歌
に
ス
ポ

ッ
ト
を
当

て
た
」

「
通
史
的
」
な

「
天
皇
論
」
を
書
く
こ
と
が
本
書

の
目
的

で
あ
る
と
言
う

（
は
じ
め
に
）
。

本
書
の
大
き
な
特
徴
は
、
「
通
史
的
」
な
記
述
の
中

で
、
前
近
代
の
み
で

は
な
く
、
近
現
代
天
皇
の
歌
に
つ
い
て
も
、
「古
典
和
歌
と
同
じ
よ
う
な
手

法
で
」
読
み
解
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

ど
の
章
に
お
い
て
も
、
古
代
か
ら
中
世
の
天
皇
た
ち
の
詠
歌
と
近
現
代
の

そ
れ
と
が
対
比
さ
れ
な
が
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
第

一
章
第
二

節

「
国
土
の
歌
」
で
は
、
和
歌
に
お
け
る

「
歌
枕
」
の
役
割
を
概
観
さ
れ
た

後
、
後
鳥
羽
院
ら
に
よ
る

『
最
勝
四
天
王
院
障
子
和
歌
』
と
戦
後
の
巡
幸
に

お
け
る
昭
和
天
皇
の
和
歌
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
実
際
の
風
景
を
見
る

こ
と
な
く

「本
意
」
に
添

っ
て
和
歌
を
詠
み
、
国
土
を
概
観
し
よ
う
と
し
た

後
鳥
羽
院
と
、
全
国
を
自
ら
巡
り
、
「
静
か
な
観
察

の
眼
」
を
も

っ
て
、
そ

の
風
景
や
人
々
の
暮
ら
し
を
詠
ん
だ
昭
和
天
皇
と
の
比
較
か
ら
は
、
二
人
の

生
き
た
時
代

の
大
き
な
相
違
と
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず

「
天
皇
た
ち
の
和

歌
」
が
持

つ
普
遍
性
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
。

本
音
と
形
式
と
が
分
か
ち
が
た
く
混
交
さ
れ
る
中
世
和
歌
の
諸
相
を
、
緻

密
に
解
き
明
か
し
て
こ
ら
れ
た
谷
氏
の
本
領
が
、
公
的
な
行
事
を
除
い
て
、

庶
民
が
接
す
る
機
会
の
少
な
く
な

っ
た
近
現
代
天
皇
の
和
歌
を
読
み
解
き
、

そ
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
際
に
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

中
世
和
歌
の
領
域
に
お
い
て
も
、
『
任
子
入
内
屏
風
和
歌
』
と

『
坤
子
入

内
屏
風
和
歌
』
と
の
比
較
な
ど
、
興
味
深
い
内
容
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
た
だ
贅
沢
を
言
え
ば
、
近
世
期
の
天
皇
た
ち
が
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ

て
お
ら
ず
、
彼
ら
も
含
め
て
論
じ
て
い
た
だ
き
た
か

っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
幕
府
の
圧
力
の
下
、
政
治
的
権
力
を
喪
失
さ
せ
な
が
ら
も
詠
み
続
け

ら
れ
た
彼
ら
の
和
歌
は
、
中
世
と
も
近
現
代
と
も
相
違
す
る
面
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
「
饒
舌
」
で
は
あ
る
が
、
ど
こ
か
に
寡
黙
さ
を
潜
ま

せ
る
天
皇
た
ち
の
和
歌
を
、
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
の
入
門
書
と
し
て
、

本
書
は
広
く
歓
迎
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（角
川
選
書
四
二

一
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
二
二
九
頁
、　
一
，
五
七
五
円
）

（む
ら
や
ま

ｏ
さ
と
る
　
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


